
「事業承継計画書」の作成で
お店の未来を共有！
「想いの承継」を実現！

商工会議所とセンターのチームでのサポート
があったため、事業承継を難しいと感じるこ
となく安心して進められました。また、次期
経営者としての責任やプレッシャーを実感す
るようになりました。

既存客を大事にしつつ、新しいお客様の獲
得にも挑戦してほしいと思っています。商工
会議所やセンターの力を借りて「事業承継計
画書」が作成できて本当に良かったです。

蕎麦木曽路
現代表
宮﨑 義満

蕎麦木曽路
後継者
宮﨑 猛

事業承継でお悩みの方は多いと思います。
まだまだ先のこと、自分は大丈夫と考えてい
たらもうこんな年齢、そろそろ次の世代に渡
さねばと。事業承継は５～10年の長期スパ
ンが必要です。まずはお気軽にご相談くだ
さい。

福岡県事業承継・引継ぎ支援センター
TEL：092-441-6922

先延ばししていた事業承継。軽い心持ちで相談へ
1979年に現代表の宮﨑義満さんが創業した蕎麦木曽路。1996年には、
日本料理店での修行を終えた後継者であり息子の猛さんが入社し、業績を
拡大してきました。しかし、コロナ禍で売上は大きく減少。そこで、「ピンチは
チャンス」と捉えた猛さんは、事業の再構築に着手します。打ち立てのそば
を自宅でも気軽に味わえるよう、手打ちそばの通販や、そば粉を使ったケー
キやクッキーの開発・販売を積極的に進めました。
そんな義満さん・猛さん親子が「いつかやらなければ」と先延ばしにして
いたのが、「事業承継」の問題でした。何から始めたらよいか、まずは話を聞
いてみようと軽い心持ちで福岡商工会議所の経営相談窓口を訪れました。

「事業承継計画書」でお店の未来像を明確に！
 窓口で対応した商工会議所の山田経営指導員は、補助金等の事業
承継に関する施策情報と併せて、「まずは事業承継の時期を決めるこ
と」、「承継完了までには5～10年の長期スパンが必要」などアドバイス
しました。相談後、義満さん・猛さん親子は計画的に事業承継を行っ
ていくことの重要性を感じ、承継の時期を“来年”と決め、まずは事業
承継計画書の作成に取り組むことにしました。そこで計画書作成のため
に、山田指導員とともに相談に訪れたのが、福岡県事業承継・引継ぎ
支援センターでした。
5月下旬から専門家と山田指導員、センターの傳田コーディネーター
とともに「事業承継計画書」の作成を開始。話し合いでは、義満さんと
猛さんに加え、お2人の奥様も加わり、皆で意見を出し合いながら、
お店の強みと弱みの分析や、経営課題の整理と解決の優先順位の決
定、今後10年のスケジュールの作成を行いました。
創業の想いやお店の歴史、今後のお店の未来像について、家族全員
で共有したことで、それぞれの想いが詰まった計画書が完成しました。

共有した課題の解決へ。家族での挑戦
その味を求めて遠方から足を運ぶ顧客が多い蕎麦木曽
路。現在は計画書の作成で改めて浮き彫りになった「新し
い顧客をどのように開拓していくか」が課題です。
猛さんは「福岡を訪れるインバウンドや若いお客様にも
楽しんでもらえるお店にしたい」というビジョンを描いてい
ます。10か国語に対応したホームページや通販事業に加
え、新たな広報活動を始めるなど、新しいことに果敢に
挑戦されています。これからますます多くの顧客に愛され
るお店づくりに、家族で団結して取り組んでいかれます。

お問い合わせ

蕎麦木曽路
住　所：福岡市中央区荒戸1-10-13
設　立：1979年
従業員：3名

2023年5月上旬

未来へつなぐ 事業承継
支援事例

センターでは、親族、従業員、第三者など
様々な承継をご支援しています。弁護士、
税理士、中小企業診断士や金融機関出身者
などの担当者が丁寧に対応いたしますので、
どうぞ安心してご相談ください。
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コーディネーター
傳田 潤一
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2023年5月下旬

事業承継計画書の
作成

支援者
経営指導員
山田 雅彦

そろそろ
事業承継を…

第三者承継の支援事例はこちら！

「HANJAN 天神大名店」は、学生のときに韓国の屋台「ポジャンマチャ」のようなお店を創りたい
と思い、10年以上かけて2021年３月に開業しました。コロナ禍でのオープンでしたが、堂 と々お店
を開いていけるよう、規則を守りながら、スタッフとお店を盛り上げてきました。商工会議所には、ど
んたクーポンの利用可能店としてお世話になりました。
韓国料理屋としてではなく、居酒屋に行きたいときに選ばれるお店を目指しています。日本に来
て23年、国籍や世界情勢に関わらず、軽い気持ちで飲んで楽しめるようなお店づくりをしています。
飲みたくなったら「HANJAN」へ。ぜひ気軽にご来店ください。

韓国料理を提供している「HANJAN 
天神大名店」。辛い食べ物が食べた
くなる残暑の季節にぴったりの居酒
屋です。
おすすめは、本場韓国で定番の鍋

料理「タットリタン」。旨みたっぷりの
辛いスープの中には、鶏肉や野菜、お
餅のほかにニンニクもたっぷり。パン
チが効いていて、お酒との相性が抜
群です。〆にラーメンやトッポギなど
様々なトッピングが可能で、「ポックン
パ」（韓国風チャーハン）を選ぶと、
さっきまで食べていた「タットリタン」
が、ごま油香るご飯料理に！好みに合
わせた〆で、何度来ても楽しめます。
また、辛い食べ物が苦手な方にもお

すすめできるのが、暑い季節にぴった
りの「レモン冷麺」！冷麺の上に、薄く
スライスされた凍ったレモンが乗って
いて、見た目からも涼しさを感じられま
す。もっちりとした細い麺をすすると、
さっぱり爽やかな味わいで、レモンの
酸味がおいしさをより引き立てます。

「HANJAN 天神大名店」のこだわり
は、店名にも！
「HANJAN（ハンジャン）」の日本語
訳は「一杯」。そこには「気軽に一杯で
もお酒を飲みに来ませんか？」という
想いが込められていて、本場韓国屋
台を感じられる店内は、気軽にフラッ
と飲んで帰れるような雰囲気。
韓国焼酎を中心とした豊富なお酒

に、リーズナブルでボリューム満点な
こだわりの料理を楽しむことができ、
立ち寄ってみたらつい長居してしまい
ます。
最近では、インバウンドが戻ってき

て、店内では日本人と韓国人のお客さ
ん同士で交流も行われているそう。
陽気で真っ直ぐな店長と、気さくな

マネージャーのこだわりが詰まったお
店で、韓国屋台を感じながら、残暑を
楽しんでみてはいかがですか。

お酒との相性バッチリ！
辛さと涼しさを楽しめる韓国料理！

福岡でも気軽に本場の韓国屋台を感じら
れると聞いてやってきたのは、「HANJAN 天
神大名店」さん。

韓国屋台風の居酒屋で残暑を楽しもう！

HANJAN
天神大名店 

（中央）店長チェ・ジェヨンさん　　
（右）マネージャー　ハン・ドンヨップさん
（左）店員　脇川尚都さん

HANJAN 天神大名店
福岡市中央区大名1-14-20
TEL：092-738-8158
営18：00～翌1：00
※最新の営業日は、
　ホームページをご確認ください。

HPはこちら

気軽な一杯を歓迎！
屋台風居酒屋としてのこだわり

会議所NEWSの編集担当が
街で見つけた“よかもん”をご紹介

今月の
気になる

よかもん
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